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有害大気汚染物質

 有害大気汚染物質とは、有害化学物質を中心とした、長期
曝露による発がん性などの健康影響が懸念される物質で、
国によって計248物質が指定されてる．そのうち23物質が、
健康リスクがある程度高いと考えられ、優先して対策に取り
組むべき「優先取組物質」として選定されている．

 名古屋市では、平成9年10月より、「有害大気汚染物質モニ

タリング調査」として、これらの優先取組物質の濃度を測定し
ている．

 人への健康影響を考慮して定められた「環境基準」が、ベン
ゼンやトリクロロエチレンなど4物質について設定されている．
また、環境中の健康リスクの低減を図るための指針となる数
値として「指針値」が、クロロホルムやニッケル化合物など9
物質について設定されている．

有害大気汚染物質モニタリング調査・調査対象物質

ベンゼン

トリクロロエチレン

テトラクロロエチレン

ジクロロメタン

アクリロニトリル

塩化ビニルモノマー

クロロホルム

1,2-ジクロロエタン

1,3-ブタジエン

塩化メチル

トルエン

ホルムアルデヒド

アセトアルデヒド

ニッケル化合物

ヒ素及びその化合物

クロム及びその化合物

ベリリウム及びその化合物

マンガン及びその化合物

ろ紙捕集－ICP/MS

アルデヒド類
（2物質）

重金属類
（6物質）

多環芳香族
炭化水素
（1物質）

ベンゾ[a]ピレン
ろ紙捕集－HPLC
（蛍光検出器）

水銀及びその化合物
金アマルガム捕集
－原子吸光分析

物質群 優先取組物質 測定方法

キャニスター捕集
－GC/MS

誘導体化捕集－HPLC
（吸光光度検出器）

誘導体化捕集
－GC/MSエチレンオキシド

揮発性
有機化合物類

（VOCs）
（12物質）

 4物質に環境基準（ ）

9物質に指針値（ ）

 野跡小では、エチレンオキ
シドを除くVOCs 11物質を
測定．

他の6地点では、ダイオキシ
ン類を除く優先取組物質全
物質を測定．

 試料採取は月1回、平日の
24時間で実施．

 試料採取及び分析を、全て
直営で実施．

有害大気汚染物質のPRTR法届出・届出外排出量
（全国，平成28年度）

ベンゼン 400 620,140 4,481 0 0 624,621 135,499 776,021 49,855 6,815,109 7,776,484 8,401,105 7 93

トリクロロエチレン 281 2,536,252 1,762 0 0 2,538,014 325,245 0 0 0 325,245 2,863,259 89 11

テトラクロロエチレン 262 693,600 1,188 0 0 694,788 187,554 0 0 0 187,554 882,342 79 21

ジクロロメタン 186 9,892,183 4,282 0 0 9,896,465 1,647,157 0 0 0 1,647,157 11,543,622 86 14

アクリロニトリル 9 125,404 5,069 0 0 130,473 2 0 16,176 0 16,178 146,651 89 11

塩化ビニルモノマー 94 154,049 4,253 0 0 158,302 1,590 0 0 0 1,590 159,892 99 1

クロロホルム 127 262,257 27,069 0 0 289,326 54,574 11,036 43,992 0 109,602 398,928 73 27

1,2-ジクロロエタン 157 189,867 1,977 0 0 191,844 3,330 0 0 0 3,330 195,174 98 2

1,3-ブタジエン 351 60,582 1,841 0 0 62,423 54 33,164 61,043 1,199,527 1,293,788 1,356,211 5 95

トルエン 300 51,043,440 65,274 15 0 51,108,729 10,153,353 10,365,046 1,051,991 24,349,233 45,919,623 97,028,352 53 47

塩化メチル 128 816,664 4,902 0 0 821,566 0 0 0 0 0 821,566 100 0

エチレンオキシド 56 116,230 26,119 0 0 142,349 57,507 0 0 0 57,507 199,856 71 29

アセトアルデヒド 12 44,994 28,894 0 0 73,888 0 38,235 286,657 2,405,413 2,730,305 2,804,193 3 97

ホルムアルデヒド 411 253,468 19,252 0 0 272,720 230,658 142,166 75,144 6,157,906 6,605,874 6,878,594 4 96

ベンゾ[a] ピレン － － － － － － － － － － － － － －

ニッケル 308 1,802 1,311 0 280 3,393 228 0 0 0 228 3,621 94 6

ニッケル化合物 309 1,806 55,543 0 65,563 122,912 73,269 0 0 0 73,269 196,181 63 37

ひ素及びその無機化合物 332 1,246 16,949 1,200 999,477 1,018,872 594 0 0 0 594 1,019,466 100 0

クロム及び三価クロム化合物 87 4,206 25,430 163 100,240 130,039 2,167 1 0 0 2,168 132,207 98 2

六価クロム化合物 88 292 10,149 0 3 10,444 82 6,608 0 0 6,690 17,134 61 39

ベリリウム及びその化合物 394 0 1 0 37 38 873 0 0 0 873 911 4 96

マンガン及びその化合物 412 61,708 618,460 209 1,450,300 2,130,677 2,632 0 0 0 2,632 2,133,309 100 0

水銀及びその化合物 237 24 150 0 308 482 1,326 0 0 0 1,326 1,808 27 73

小計

合計
（kg/年）

届出
排出量

比

届出外
排出量

比

届出外排出量（推計値）　（kg/年）

対象業種
非対象
業種

家庭 移動体

届出排出量　（kg/年）

物質名

PRTR
法

物質
番号

大気
公共用
水域

土壌 埋立 小計

有害大気汚染物質濃度の経年変化
（指針値設定9物質の2）
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有害大気汚染物質濃度の経年変化
（基準等のない物質）
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PRTR法排出量との関連性
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PRTR法排出量との関連性

 有害大気汚染物質のうち、上述の3物質を除けば、PRTRデ
ータ（(届出+届出外)排出量）と観測された濃度は、共にリン
クして経年的に減少していた．ベンゼン、1,3-ブタジエンやト
ルエン等については、特に強い関連性が認められた．

 PRTRデータと実測された大気中濃度の関係について比較

検証する場合には、環境への排出実態に鑑み、届出排出
量と届出外排出量の和で、正しく評価していく必要がある．

 有害大気汚染物質全般について認められる経年変化の傾
向の中で、平成23～26年度頃に、わずかながら濃度上昇
傾向にあったことを指摘した．同時期に名古屋市内では
PRTR法排出量が微増し、移動量が倍増していた．この
PRTR法排出量・移動量の増加が、この期間の有害大気汚
染物質の濃度上昇をもたらした可能性が示唆される．

-0.111 -0.124 -0.144 -0.049 -0.126 -0.003 -0.004 -0.003 -0.001 -0.003

-2.72 -3.02 -3.52 -1.20 -3.08 -1.92 -2.98 -2.32 -0.57 -2.41

-0.056 -0.080 -0.249 -0.045 -0.128 -0.093 -0.083 -0.077 -0.022 -0.085

-1.01 -1.43 -4.45 -0.81 -2.29 -1.80 -1.60 -1.49 -0.42 -1.63

-0.021 -0.117 -0.147 -0.045 -0.095 -0.197 -0.142 -0.123 -0.027 -0.154

-0.40 -2.28 -2.86 -0.88 -1.84 -2.21 -1.59 -1.38 -0.30 -1.73

-0.173 -0.174 -0.637 -0.168 -0.328 -0.045 -0.063 -0.048 -0.035 -0.052

-1.05 -1.06 -3.86 -1.02 -1.99 -2.50 -3.50 -2.68 -1.92 -2.89

-0.006 -0.010 -0.038 0.000 -0.018 -0.029 0.009 -0.003 -0.182 -0.008

-0.51 -0.77 -3.09 0.02 -1.46 -0.86 0.26 -0.09 -5.45 -0.23

-0.004 -0.006 -0.001 -0.002 -0.004 -0.395 -1.316 -1.767 -0.023 -1.159

-1.01 -1.83 -0.27 -0.45 -1.03 -0.55 -1.83 -2.45 -0.03 -1.61

0.000 -0.002 0.025 0.039 0.008 -0.046 -0.072 -0.070 -0.119 -0.063

-0.01 -0.14 2.23 3.47 0.70 -1.48 -2.31 -2.26 -3.83 -2.02

0.009 0.001 0.002 -0.007 0.004 -0.461 -1.827 -2.973 -0.129 -1.754

1.76 0.13 0.39 -1.34 0.76 -0.58 -2.32 -3.77 -0.16 -2.22

-0.015 -0.019 -0.015 -0.018 -0.017 -0.002 -0.002 -0.002 -0.003 -0.001

-2.71 -3.35 -2.66 -3.10 -2.90 -2.20 -2.70 -2.56 -4.71 -2.60

-0.712 -1.000 -0.907 -0.041 -0.873 -1.412 -2.818 -2.915 -0.252 -2.382

-2.64 -3.70 -3.36 -0.15 -3.23 -1.21 -2.41 -2.49 -0.22 -2.04

-0.014 -0.028 -0.060 -0.023 -0.034 注：本地通は平成22年度以降の年間増減率．

-0.76 -1.48 -3.19 -1.25 -1.81  　　その他は平成10年度以降の増減率．

単位：上段－ホルムアルデヒドまではμg/m3／年．以降はng/m3／年

　　　　下段－％／年
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有害大気汚染物質濃度の年間増減率

有害大気汚染物質濃度の経年変化

 平成10～29年度の20年間では、クロロホルムや1,2-ジク

ロロエタン、水銀及びその化合物を除く、ほぼ全物質・全地
点について、一様に濃度減少傾向にあり、年間減少率とし
ては概ね1.5～3％ほどであった．

 長期的には濃度減少傾向であるが、細かく見ていくと、平
成22年度頃までは着実に濃度減少を続けてきたものの、
平成23～26年度頃にかけてはわずかながら濃度上昇傾
向にあったものが、平成27年度頃からは再び濃度減少傾
向に転じた．

 有害大気汚染物質の排出削減対策として、PRTR法や固
定発生源からのVOC排出規制に加えて、事業者による排

出削減に係る自主的取り組みなどの、官民挙げての取り
組みが成果となって表れてきたものと考えられる．


